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新型コロナウイルス感染症対策の徹底について 

 

 日頃より本校の教育活動にご理解・ご協力を賜り、感謝いたします。 

 報道等の通り、東京都における緊急事態宣言が昨日令和３年６月20日（日）に解除され、令和３年７月

11日（日）までの期間、まん延防止等重点措置が適用されることが決定されました。 

 本校における感染症対策については、国や都、府中市の通知および「府中市立学校 感染症予防の手引

き」に基づき実施するとともに、可能な限り予定の教育活動を実施してまいります。 

すでに令和３年６月21日付の府中市教育委員会からの通知「緊急事態宣言解除後（６月２１日以降）の

教育活動について」にてお願いしているところですが、改めて下記の点についてご理解・ご協力くださる

よう、よろしくお願いします。 

 

記 

 

１ 毎朝の検温、健康観察の徹底 

⑴ 毎朝の検温及び健康観察により、お子様に発熱等の風邪症状がある場合には、登校を見合わせるよ

う、ご協力ください。 

⑵ お子様に症状がない場合でも、同居するご家族に何らかの症状がみられる場合には、無理せず、お

子様を休養させてください。 

 

 

 

 

   

 
 

２ ３密の回避、正しい手洗い、咳エチケット（マスクの着用）の徹底 

⑴ 学校内では、マスクの着用等の基本的な感染症対策を徹底しますが、休み時間や体育の学習の運動

時にはマスクを外すことを原則としています。ただし、屋外であっても近距離で会話する際にはマス

クを着用する必要があることなど、マスク着用の原則について、ご家庭でもご指導ください。 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

   

〔問い合わせ〕副校長 

       042‐374‐1771 

令和３年５月 28 日付で文部科学省が発表した「学校関係者における新型コロナウイルス感染症

の感染状況について（令和３年５月）」によれば、令和２年６月１日から令和３年４月30日までの

間感染の報告のあった小学生7,070人のうち、およそ78％が家庭内感染でした。さらに、有症状者

数がおよそ35％であったことからも、上記(1)(2)について、ご家庭のご理解・ご協力が欠かせない

と考えます。 

厚生労働省によれば、マスクは、相手のウイルス吸入量を減少させる効果より、自分からのウイ

ルス拡散を防ぐ効果がより高くなります。一般的に、お子様ご自身をウイルスから守るにはがマス

クでは不十分とのご意見も散見されますが、「１ 毎朝の検温、健康観察の徹底」でお示しした文部

科学省の発表からも、無症状の児童が無意識のまま感染を広げてしまうリスクもあり、お子様が他

者を感染させないという視点からは、マスク着用が必要と考えます。 

学校には、基礎疾患のある児童や職員が在籍しています。さらに児童には、同居する家族がいま

す。仮に児童間で感染が発生し、その家族が感染することで重篤化することがあれば、関係のお子

様に深い心の傷を負わせてしまう可能性があります。本校では、このようなことは教育上絶対に防

がねばならないと考えています。 


